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第 1 章  は じ め に  
 
 2 0 0 5 年 、ア メ リ カ に お い て 、K－ 1 2 ま で の 教 育 カ リ キ ュ ラ ム に お
け る 、子 ど も た ち へ の 海 を テ ー マ と し た 科 学 教 育 基 準 と し て 、O c e a n  
L i t e r a c y（ 海 洋 リ テ ラ シ ー ） が 発 表 さ れ た 1 ) 2 ) 。 そ こ で は O c e a n  
L i t e r a c y  i s  a n  u n d e r s t a n d i n g  o f  t h e  o c e a n ’ s  i n f l u e n c e  o n  y o u - a n d  
y o u r  i n f l u e n c e  o n  t h e  o c e a n（ 海 洋 リ テ ラ シ ー と は 海 が 人 に 与 え る
影 響 、 そ し て 、 人 が 海 に 与 え る 影 響 を 理 解 す る こ と ） と 定 義 さ れ 、
ま た 、 An  o c e a n  l i t e r a t e - p e r s o n :  U n d e r s t a n d s  t h e  E s s e n t i a l  
P r i n c i p l e s  a n d  F u n d am en t a l  C o n c e p t s  a b o u t  t h e  o c e a n ;  c a n  
c ommun i c a t e  a b o u t  t h e  o c e a n  i n  a  m e a n i n g f u l  w a y ;  a n d  i s  a b l e  t o  
m a k e  i n f o rm e d  a n d  r e s p o n s i b l e  d e c i s i o n s  r e g a r d i n g  t h e  o c e a n  
a n d  i t s  r e s o u r c e s .（ 海 洋 リ テ ラ シ ー を 持 つ 人 と は 、 海 に つ い て の 本
質 的 な 原 理 と 基 本 的 な 概 念 を 理 解 し 、 意 味 あ る 方 法 で 海 に つ い て の
知 識 を 伝 え る こ と が で き 、 海 と そ の 資 源 に つ い て 知 識 と 責 任 あ る 決
定 を な す こ と が で き る ） と 述 べ ら れ て い る 。 こ こ で 挙 げ ら れ た 海 の
科 学 に つ い て の 本 質 的 な 原 理 （ T h e  E s s e n t i a l  P r i n c i p l e s  o f  O c e a n  
S c i e n c e s）で は 、以 下 の 七 つ が 示 さ れ て い る 。 1 .  T h e  E a r t h  h a s  o n e  
b i g  o c e a n  w i t h  m a n y  f e a t u r e s .（ 地 球 に は 多 く の 特 徴 を 持 つ 大 き な
海 が あ る 。） 2 .  T h e  o c e a n  a n d  l i f e  i n  t h e  o c e a n  s h a p e  t h e  f e a t u r e s  
o f  e a r t h .（ 海 と 海 の 生 命 は 地 球 の 特 徴 を 形 作 っ て い る 。） 3 .  T h e  
o c e a n  i s  m a j o r  i n f l u e n c e  o n  w e a t h e r  a n d  c l i m a t e .（ 海 は 天 気 や 気
候 に 大 き な 影 響 を 持 つ 。） 4 .  T h e  o c e a n  m a d e  E a r t h  h a b i t a b l e .（ 海
に よ っ て 地 球 は 住 む こ と の 可 能 な 星 と な っ た 。） 5 .  T h e  o c e a n  
s u p p o r t s  a  g r e a t  d i v e r s i t y  o f  l i f e  a n d  e c o s y s t em s .（ 海 は 多 様 な 生
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物 多 様 性 や 生 態 系 を 支 え て い る 。） 6 .  T h e  o c e a n  a n d  h uma n s  a r e  
i n e x t r i c a b l y  i n t e r c o n n e c t e d .（ 海 と 人 類 は 相 互 に 密 接 に 関 係 し 合 っ
て い る 。） 7 .  T h e  o c e a n  i s  l a r g e l y  u n e x p l o r e d .（ 海 の 大 部 分 は 未 踏
査 で あ る 。）  
 我 が 国 に お い て は 、 海 洋 リ テ ラ シ ー に つ い て 、 角 皆 （ 2 0 0 8） 3 )が
「 海 が 私 た ち に 与 え る 影 響 を 理 解 し 、 私 た ち が 海 に 与 え る 影 響 を 理
解 す る こ と 」、 小 松 （ 2 0 0 8） 3 )は 「 海 洋 に 関 す る 知 識 ・ 教 養 を 得 て 、
そ れ を 活 用 す る 能 力 」、 佐 々 木 （ 2 0 0 7） 4 )は 「 水 産 ・ 海 洋 に 関 し て 国
民 が 学 ぶ べ き 知 識 や 技 術 」 と そ れ ぞ れ 述 べ て い る 。  
日 本 で は 、 2 0 0 3 年 に 環 境 保 全 活 動 ・ 環 境 教 育 推 進 法 が 公 布 さ れ 、
第 3 条 2 項 に 「 森 林 、 田 園 、（ 中 略 ）、 海 岸 、 海 洋 等 に お け る 自 然 体
験 活 動 そ の 他 体 験 活 動 を 通 じ て 環 境 の 保 全 の 理 解 と 関 心 を 深 め る こ
と の 重 要 性 」 が 示 さ れ て い る 5 )。 2 0 0 7 年 （ 平 成 1 9 年 ） 4 月 に は 経
済 社 会 の 健 全 な 発 展 及 び 国 民 生 活 の 安 定 向 上 を は か る と と も に 、 海
洋 と 人 類 の 共 生 に 貢 献 す る こ と を 目 的 に 海 洋 基 本 法 が 施 行 さ れ 、 第
2 8 条 （ 海 洋 に 関 す る 国 民 の 理 解 の 増 進 等 ） で は 、「 国 は 、 国 民 が 海
洋 に つ い て の 理 解 と 関 心 を 深 め る こ と が で き る よ う 、 学 校 教 育 及 び
社 会 教 育 に お け る 海 洋 に 関 す る 教 育 の 推 進 （ 中 略 ） 等 の た め に 必 要
な 措 置 を 講 ず る も の と す る 。」と 述 べ ら れ て い る 6 )。こ れ を 受 け 2 0 0 8
年 （ 平 成 2 0 年 ） 3 月 に 定 め ら れ た 海 洋 基 本 計 画 に お い て も 、「 第 2
部  海 洋 に 関 す る 施 策 に 関 し 、 政 府 が 総 合 的 か つ 計 画 的 に 講 ず べ き
施 策 」 の 「 1 2  海 洋 に 関 す る 国 民 の 理 解 の 増 進 と 人 材 育 成 」 に お い
て 、「次 世 代 を 担 う 青 少 年 を 始 め と す る 国 民 が 、海 洋 に 関 し 正 し い 知
識 と 理 解 を 深 め ら れ る よ う 、 学 校 教 育 及 び 社 会 教 育 の 充 実 を 図 る こ
と が 重 要 で あ る 。こ の た め 、学 校 教 育 に お い て は 、（中 略 ）、小 学 校 、
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中 学 校 及 び 高 等 学 校 の 社 会 や 理 科 等 に お い て 海 洋 に 関 す る 教 育 が 適
切 に 行 わ れ る よ う 努 め る ほ か 、 海 洋 に 関 す る 教 育 の 実 践 事 例 の 提 供
を 図 る な ど 海 洋 教 育 の 普 及 促 進 に 努 め る 。 ま た 、 漁 村 等 に お け る 体
験 活 動 や 、 エ コ ツ ー リ ズ ム の 推 進 等 を 通 じ て 、 海 洋 に 関 す る 基 本 的
知 識 や 海 洋 に 関 す る 様 々 な 課 題 に 関 し 、 国 民 が 行 う 学 習 活 動 へ の 支
援 、水 族 館 も 含 め た 自 然 系 博 物 館 等 の 場 を 活 か し た 取 組 を 推 進 す る 。
（ 後 略 ）」と 述 べ ら れ 、海 洋 教 育 が 国 の 海 洋 政 策 を 支 え る 柱 の 一 つ で
あ る と 位 置 付 け て い る 7 )。  
ま た 平 井（ 2 0 11） 8 )は 、「 海 を テ ー マ と し た 教 育 が 目 指 す と こ ろ は
人 々 の 海 洋 リ テ ラ シ ー を 向 上 さ せ る こ と 」 と 述 べ 、 海 洋 教 育 の 普 及
促 進 は 海 洋 リ テ ラ シ ー の 向 上 を 目 的 と し て い る と 捉 え る こ と が で き
る 。  
 以 上 の よ う な 背 景 の も と 、 千 足 （ 2 0 11） 9 )や 蓬 郷 ら （ 2 0 1 2） 1 0 )に
よ っ て 海 洋 教 育 プ ロ グ ラ ム や 海 洋 実 習 が 海 洋 リ テ ラ シ ー に 及 ぼ す 影
響 が 検 討 さ れ て き た 。 ま た 佐 々 木 （ 2 0 11） に よ っ て 、 水 圏 環 境 教 育
の 体 系 的 な ま と め が な さ れ 、 実 践 報 告 が 行 わ れ て い る 1 1 )。 し か し 、
海 洋 リ テ ラ シ ー に 関 す る 研 究 報 告 は 少 な く 、 継 続 的 か つ 多 角 的 な 視
点 で 調 査 研 究 が な さ れ る 必 要 が あ る と 考 え ら れ る 。  
国 民 へ の 海 洋 リ テ ラ シ ー の 普 及 や 向 上 が 謳 わ れ る 中 、 本 研 究 で は
海 洋 リ テ ラ シ ー に つ い て の 質 問 紙 調 査 及 び イ ン タ ビ ュ ー 調 査 を 行 う
こ と に よ り 、 学 校 教 育 や 社 会 教 育 に お け る 今 後 の 海 洋 リ テ ラ シ ー 教
育 に 関 す る 基 礎 資 料 を 作 成 し よ う と 考 え た 。  
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第 2 章  目 的  
 
本 研 究 で は 研 究 課 題 1 と し て 、 海 洋 系 大 学 に 通 う 大 学 生 と 、 そ の
他 の 一 般 大 学 に 通 う 大 学 生 を そ れ ぞ れ 調 査 対 象 と し 、千 足 ら（ 2 0 1 0）
1 2 )が 開 発 し た 海 洋 リ テ ラ シ ー 調 査 票 を 用 い た 質 問 紙 調 査 を 行 い 、海
洋 系 大 学 学 生 と 一 般 大 学 生 の 両 群 に お け る 海 洋 リ テ ラ シ ー に つ い て
得 点 化 を 行 い 、 そ れ よ り 両 群 間 に お け る 海 洋 リ テ ラ シ ー の 獲 得 度 に
関 し て 分 析 、 考 察 す る こ と を 目 的 と す る 。  
研 究 課 題 2 で は 、 海 洋 リ テ ラ シ ー 調 査 票 を 用 い て 、 海 洋 系 大 学 学
生 を 除 く 一 般 大 学 生 の 海 洋 リ テ ラ シ ー 総 合 得 点 の 平 均 値 と 標 準 偏 差
を も と に 標 準 化 得 点 を 換 算 し た 結 果 か ら 、 一 般 大 学 生 に お け る 海 洋
リ テ ラ シ ー 得 点 に つ い て 標 準 化 得 点 表 を 作 成 し 、 海 洋 リ テ ラ シ ー を
評 価 す る た め の 指 標 づ く り を 行 う こ と を 目 的 と し た 。  
研 究 課 題 3 で は 、 研 究 課 題 1、 2 の 結 果 を ふ ま え 、 海 洋 リ テ ラ シ
ー 得 点 の 上 位 者 、 す な わ ち 海 洋 リ テ ラ シ ー が 高 い と 考 え ら れ る 大 学
生 を 調 査 対 象 と し 、 イ ン タ ビ ュ ー に よ る 聞 き 取 り 調 査 を 実 施 す る こ
と に よ り 、 海 洋 リ テ ラ シ ー の 獲 得 や 向 上 に 関 す る 経 験 や 背 景 に つ い
て イ ン タ ビ ュ ー 内 容 を も と に 調 査 、 分 析 し 、 総 合 的 な 考 察 を 行 う こ
と を 目 的 と し た 。  
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第 3 章  方 法  
 
3 . 1  研 究 課 題 1（ 海 洋 リ テ ラ シ ー 調 査 票 を 用 い た 質 問 紙 調 査 に つ い
て ）  
 千 足 ら （ 2 0 1 0） が 海 洋 リ テ ラ シ ー を 評 価 す る 一 つ の 方 法 と し て 開
発 し た 海 洋 リ テ ラ シ ー 調 査 票 を 用 い 、 東 京 海 洋 大 学 の 学 生 、 な ら び
に 、 そ の 他 の 一 般 大 学 と し て 、 青 山 学 院 大 学 、 国 士 舘 大 学 、 上 智 大
学 、 信 州 大 学 、 中 央 大 学 、 都 留 文 科 大 学 、 東 海 大 学 、 東 京 女 子 体 育
大 学 、獨 協 大 学 、名 桜 大 学 、明 治 大 学 の 計 11 大 学 の 学 生 を 対 象 に 、
質 問 紙 調 査 を 行 っ た 。 以 下 、 東 京 海 洋 大 学 を 「 海 洋 系 大 学 」、 他 11
校 の 大 学 を ま と め て 「 一 般 大 学 」 と 表 記 す る こ と と す る 。  
 本 研 究 で の 質 問 紙 は 、回 答 を し て も ら う 大 学 生 自 身 の 氏 名 、年 齢 、
性 別 に つ い て の 記 入 項 目 、 ま た 3 6 項 目 の 海 洋 リ テ ラ シ ー に 関 す る
質 問 項 目 か ら 構 成 さ れ る 。 海 洋 リ テ ラ シ ー は 9 つ の 下 位 尺 度 か ら 構
成 さ れ て お り（ 表 1）、そ れ ぞ れ の 質 問 項 目 に つ い て「 と て も よ く あ
て は ま る （ 6 点 ）」「 あ て は ま る （ 5 点 ）」「 や や あ て は ま る （ 4 点 ）」
「 や や あ て は ま ら な い（ 3 点 ）」「 あ ま り あ て は ま ら な い（ 2 点 ）」「 ま
っ た く あ て は ま ら な い（ 1 点 ）」の 6 段 階 で 回 答 し て も ら い 、こ れ を
間 隔 尺 度 と み な し て 得 点 化 し た 。 そ し て 、 全 3 6 項 目 の 得 点 を 合 計
し た も の を「 海 洋 リ テ ラ シ ー 総 合 得 点 」、ま た 、 9 つ の 各 下 位 尺 度 を
構 成 す る 各 4 問 ず つ の 得 点 を 合 計 し た も の を 、 そ れ ぞ れ 「 下 位 尺 度
得 点 」 と し た 。  
 回 収 し た 質 問 紙 の う ち 欠 損 値 を 除 い た 回 答 を 有 効 回 答 と し て 分 析
対 象 と し た 。 有 効 回 答 数 は 海 洋 系 大 学 学 生 が 2 5 1 名 、 一 般 大 学 生 が
6 8 0 名 の 合 計 9 3 1 名 で あ る （ 表 2）。 分 析 方 法 は 、「 海 洋 系 大 学 学 生
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（ n = 2 5 1）」、「 一 般 大 学 生 （ n = 6 8 0）」 の 両 群 間 で 、 海 洋 リ テ ラ シ ー
総 合 得 点 お よ び 各 下 位 尺 度 得 点 に つ い て 平 均 値 の 比 較 を 行 っ た 。 統
計 処 理 に あ た っ て は 統 計 処 理 ソ フ ト SP SS  1 5 . 0 J  f o r  W i n d ow s  を 用
い 、危 険 率 が 5%未 満 で あ る 場 合 に 統 計 的 有 意 差 が あ る と 判 断 し た 。  
 
 
3 . 2  研 究 課 題 2（ 海 洋 リ テ ラ シ ー 調 査 票 を 用 い た 質 問 紙 調 査 よ り 標
準 化 得 点 の 算 出 と 海 洋 リ テ ラ シ ー 評 価 指 標 の 作 成 に つ い て ）  
 研 究 課 題 1 の 質 問 紙 調 査 結 果 の う ち 、 一 般 大 学 生 （ n = 6 8 0） に お
け る 海 洋 リ テ ラ シ ー 総 合 得 点 の 平 均 値 と 標 準 偏 差 を も と に 標 準 化 得
点 を 算 出 し た ［ 標 準 化 得 点 ＝ 5 0＋ 1 0×（ 海 洋 リ テ ラ シ ー 総 合 得 点 －
平 均 点 ）／ 標 準 偏 差 ］。標 準 化 得 点 化 を 行 う こ と で 、海 洋 リ テ ラ シ ー
総 合 得 点 の 結 果 よ り 、 個 人 の 相 体 的 な 位 置 づ け を 把 握 す る こ と が で
き る よ う に な る 。な お 、一 般 大 学 生 に お け る 指 標 づ く り を 行 う た め 、
一 般 大 学 生 の デ ー タ の み を も と に 標 準 化 得 点 を 算 出 し た 。  
 
 
3 . 3  研 究 課 題 3（ 海 洋 リ テ ラ シ ー 獲 得 に 関 す る イ ン タ ビ ュ ー 調 査 に
つ い て ）  
 研 究 課 題 1 の 質 問 紙 調 査 結 果 な ら び に 研 究 課 題 2 の 海 洋 リ テ ラ シ
ー 標 準 化 得 点 を も と に 、 海 洋 系 大 学 学 生 の 海 洋 リ テ ラ シ ー 標 準 化 得
点 上 位 者 へ イ ン タ ビ ュ ー 調 査 の 協 力 を 依 頼 し た 。 同 意 の 得 ら れ た 8
名 を 対 象 と し て 、 筆 者 が 対 象 者 1 名 ず つ に 対 し て 半 構 造 化 イ ン タ ビ
ュ ー を 行 っ た 。 イ ン タ ビ ュ ー の 開 始 前 に は 、 本 研 究 の 目 的 を 口 頭 な
ら び に 書 面 に て 説 明 し 、 イ ン タ ビ ュ ー 内 容 の 研 究 を 目 的 と し た 使 用
7 
 
と I C レ コ ー ダ ー に よ る 音 声 記 録 の 許 可 を 得 て 、 最 後 に 調 査 協 力 同
意 書 に 署 名 を し て も ら っ た 。 聞 き 取 り の 際 に は 9 つ の 下 位 尺 度 項 目
に 関 し て 、 対 象 者 自 身 の 海 洋 リ テ ラ シ ー 獲 得 に お け る 背 景 や き っ か
け 、 要 因 に つ い て 質 問 し た 。 そ の 際 、 対 象 者 と の 自 然 な 会 話 を 重 視
す る こ と と し 、質 問 の 表 現 や 順 序 は 適 宜 変 更 し た 。ま た 、 I C レ コ ー
ダ ー に よ る 音 声 デ ー タ か ら の 書 き 起 こ し に 際 し て 、 個 人 名 は そ れ ぞ
れ ア ル フ ァ ベ ッ ト 表 記 を 用 い 、 個 人 情 報 に 配 慮 し た 。  
 研 究 課 題 3 の 分 析 に お い て は KJ 法（ 川 喜 多 ，1 9 6 7）1 3 )を 用 い た 。
イ ン タ ビ ュ ー の 音 声 デ ー タ を も と に 調 査 対 象 者 の 発 言 を 単 位 と し て
抽 出 し 、 付 箋 紙 に 1 つ ず つ 書 き 出 し て い っ た 。 な お 、 質 問 項 目 に 関
係 の な い 回 答 は 分 析 か ら 除 外 し た 。  
 そ れ ら の 付 箋 紙 の う ち 、 記 述 内 容 の 本 質 が 近 い も の ど う し を グ ル
ー プ に ま と め 、 複 数 の グ ル ー プ を 構 成 し 、 グ ル ー プ の そ れ ぞ れ に 共
通 す る テ ー マ を 付 し た 。さ ら に 類 似 し た テ ー マ の グ ル ー プ を ま と め 、
複 数 の 最 終 的 な カ テ ゴ リ ー を 構 成 し た 。ま た 、KJ 法 の 手 順 に 従 っ て
図 解 化 を 行 い 、 文 章 化 し た 。 な お 、 こ の 手 続 き は 筆 者 と 教 員 の 2 名
の 協 議 に よ り 行 っ た 。  
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第 4 章  結 果  
 
4 . 1  研 究 課 題 1（ 海 洋 リ テ ラ シ ー 調 査 票 を 用 い た 質 問 紙 調 査 に つ い
て ）  
 海 洋 リ テ ラ シ ー 調 査 票 を 用 い た 質 問 紙 調 査 の 結 果 を 得 点 化 し 、 調
査 票 に お け る 設 問 全 3 6 項 目 の 得 点 を 合 計 し た も の を 、 海 洋 リ テ ラ
シ ー 総 合 得 点 、 ま た 、 9 つ の 各 下 位 尺 度 へ の 分 類 規 則 に 従 い 4 項 目
ず つ 合 計 し た も の を 、 下 位 尺 度 得 点 と し た 。  
「 海 洋 系 大 学 学 生 （ n = 2 5 1）」 と 「 一 般 大 学 生 （ n = 6 8 0）」 の 両 群
間 で 、 海 洋 リ テ ラ シ ー 総 合 得 点 お よ び 各 下 位 尺 度 得 点 に 対 し て 平 均
値 の 比 較 を 行 っ た 。 そ の 結 果 、 海 洋 リ テ ラ シ ー 総 合 得 点 に お い て 、
海 洋 系 大 学 学 生 の 得 点 が 一 般 大 学 生 よ り も 有 意 に 高 か っ た［ t（ 9 2 9）
=  9 . 4 7， p  <  . 0 0 1］。 ま た 、 各 下 位 尺 度 得 点 に つ い て は 「 1． 海 で の
活 動 能 力 ［ t（ 9 2 9） =  3 . 3 0， p  <  . 0 1］」、「 2． 海 の 必 要 性 に つ い て の
理 解 ［ t（ 9 2 9） =  6 . 9 6， p  <  . 0 0 1］」、「 4． 海 で の 活 動 経 験 ［ t（ 9 2 9）
=  5 . 1 8， p  <  . 0 0 1］」、「 5． 船 に 関 わ る 知 識 と 技 術 ［ t（ 9 2 9） =  5 . 4 4，
p  <  . 0 0 1］」、「 6．海 で の 現 象 と 危 険 性 に つ い て 説 明 す る 力［ t（ 9 2 9）
=  1 0 . 3 8， p  <  . 0 0 1］」、「 7． 資 源 と 社 会 背 景 に つ い て 説 明 す る 力 ［ t
（ 9 2 9） =  1 0 . 8 8， p  <  . 0 0 1］」、「 8． 海 と の 関 係 に つ い て 説 明 す る 力
［ t（ 9 2 9） =  6 . 9 1， p  <  . 0 0 1］」、「 9． 環 境 と 生 態 系 に つ い て 説 明 す
る 力 ［ t（ 9 2 9） =  1 2 . 0 5， p  <  . 0 0 1］」 に つ い て 、 海 洋 系 大 学 学 生 の
得 点 が 一 般 大 学 生 よ り も 有 意 に 高 く な っ て い た 。 ま た 「 3． 海 に 対
す る 感 情 ［ t（ 9 2 9） =  1 . 4 2， n . s .］」 の 下 位 尺 度 得 点 に つ い て は 、 海
洋 系 大 学 学 生 と 一 般 大 学 生 の 間 で 有 意 な 差 は 見 ら れ な か っ た （ 表 3
～ 1 2、 図 1～ 1 0）。  
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4 . 2  研 究 課 題 2（ 海 洋 リ テ ラ シ ー 調 査 票 を 用 い た 質 問 紙 調 査 よ り 標
準 化 得 点 の 算 出 と 海 洋 リ テ ラ シ ー 評 価 指 標 の 作 成 に つ い て ）  
 研 究 課 題 1 で の 海 洋 リ テ ラ シ ー 調 査 票 の 結 果 よ り 、 一 般 大 学 生 の
「 海 洋 リ テ ラ シ ー 総 合 得 点 」 は 平 均 値 が 1 0 6 . 7 点 （ ± 2 5 . 0） で あ っ
た 。 こ れ を も と に 、 海 洋 リ テ ラ シ ー 総 合 得 点 に つ い て の 標 準 化 得 点
を 算 出 し 、 一 般 大 学 生 を 対 象 と し た 指 標 と し て 海 洋 リ テ ラ シ ー 総 合
得 点 標 準 化 得 点 表 （ 表 1 3－ ① ， ② ） を 作 成 し た 。 ま た 、 本 調 査 に お
け る 各 標 準 化 得 点 の 人 数 の 分 布 、 累 積 度 数 パ ー セ ン ト を ま と め た も
の が 表 1 4 と 図 11 で あ る 。 標 準 化 得 点 は 最 大 値 が 8 8 と な り 、 対 応
す る 海 洋 リ テ ラ シ ー 総 合 得 点 は 2 0 3 点 で あ っ た 。 ま た 、 標 準 化 得 点
の 最 小 値 は 3 0 と な り 、 対 応 す る 海 洋 リ テ ラ シ ー 総 合 得 点 は 5 5 点 、
5 6 点 で あ っ た 。 図 11 よ り 、 本 調 査 の 結 果 は 正 規 分 布 を し て い る と
考 え ら れ 、 標 準 化 得 点 と し て の 基 準 と な り う る と 考 え る 。  
 
 
4 . 3  研 究 課 題 3（ 海 洋 リ テ ラ シ ー 獲 得 ・ 向 上 に 関 す る イ ン タ ビ ュ ー
調 査 に つ い て ）  
 イ ン タ ビ ュ ー の 音 声 デ ー タ を も と に 、 調 査 対 象 者 8 名 の 発 言 か ら
海 洋 リ テ ラ シ ー の 獲 得 や 向 上 に お け る 背 景 や 要 因 に 関 し て 述 べ ら れ
て い る 部 分 を 抽 出 し 、 付 箋 紙 に 1 つ ず つ 書 き 出 し た 。 調 査 対 象 者 は
海 洋 リ テ ラ シ ー 調 査 票 の 結 果 よ り 、 研 究 課 題 1 に お け る 海 洋 リ テ ラ
シ ー 得 点 の 結 果 、 ま た 研 究 課 題 2 で 作 成 し た 海 洋 リ テ ラ シ ー 標 準 化
得 点 表 を 照 ら し 合 わ せ た う え 、 海 洋 リ テ ラ シ ー 得 点 の 上 位 回 答 者 を
選 出 し 、 イ ン タ ビ ュ ー 調 査 へ の 協 力 を 依 頼 し た 。 8 名 の 調 査 対 象 者
に お け る 海 洋 リ テ ラ シ ー 総 合 得 点 な ら び に 、 標 準 化 得 点 は 表 1 5 の
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通 り で あ る 。 海 洋 リ テ ラ シ ー の 獲 得 、 向 上 に お け る 背 景 や 要 因 に つ
い て 述 べ ら れ た 発 言 の 単 位 数 は 1 3 1 で あ っ た 。調 査 対 象 者 の 発 言 を
KJ 法 の 手 順 に 則 り 、グ ル ー プ 化 、カ テ ゴ リ ー 化 を 行 い 、調 査 対 象 者
の 発 言 例 と と も に 表 1 6－ ① ， ② ， ③ ， ④ に ま と め 、 各 カ テ ゴ リ ー の
関 係 性 を 図 1 2 に 示 し た 。 ま た 、 8 名 の 調 査 対 象 者 が 、 表 1 6－ ① ，
② ， ③ ， ④ で ま と め た 各 カ テ ゴ リ ー に お け る そ れ ぞ れ の グ ル ー プ 項
目 に つ い て 言 及 が あ っ た か ど う か を ま と め た も の が 表 1 7 で あ る 。  
 カ テ ゴ リ ー は 大 き く 「 海 で の 活 動 体 験 ・ 経 験 」、「 学 校 で の 学 習 」、
「 周 囲 か ら の 影 響 」、「 メ デ ィ ア の 情 報 」 の 4 つ に 分 類 す る こ と が で
き た 。  
 「 海 で の 活 動 体 験 ・ 経 験 」 の カ テ ゴ リ ー は 、「（ 個 人 的 な ） 海 洋 性
ス ポ ー ツ ・ レ ク リ エ ー シ ョ ン 活 動 」、「（ 民 間 団 体 に よ る ）体 験 教 育 活
動 プ ロ グ ラ ム 等 へ の 参 加 」、「 海 に 関 わ る 日 常 生 活 か ら の 学 び 」 の 3
つ の グ ル ー プ で 構 成 さ れ た 。「 学 校 で の 学 習 」 の カ テ ゴ リ ー は 、「 講
義 」、「 実 習 」、「 自 主 的 な 学 習 」 の 3 つ の グ ル ー プ で 構 成 さ れ た 。 な
お 、 本 調 査 で は 調 査 対 象 が 海 洋 系 大 学 学 生 で あ っ た こ と か ら 、 大 学
の 授 業 に お け る 学 習 と 高 校 ま で の 教 育 課 程 に お け る 学 習 と を 区 別 し
て 検 討 す る こ と と し 、「講 義 」、「実 習 」の グ ル ー プ を そ れ ぞ れ（ 大 学 ）
と（ 小 中 高 ）の 小 グ ル ー プ に 分 類 し た 。「 周 囲 か ら の 影 響 」の カ テ ゴ
リ ー は 、「 家 族 」、「 友 人 な ど 」 の 2 つ の グ ル ー プ で 構 成 さ れ た 。「 メ
デ ィ ア の 情 報 」の カ テ ゴ リ ー は 、「 本 、雑 誌 」、「 テ レ ビ 」、「 イ ン タ ー
ネ ッ ト 」、「 新 聞 記 事 」 の 4 つ の グ ル ー プ で 構 成 さ れ た 。  
海 洋 リ テ ラ シ ー 獲 得 に 関 す る 各 グ ル ー プ へ の 言 及 に つ い て は 、 調
査 対 象 者 8 名 中 、「（ 個 人 的 な ） 海 洋 性 ス ポ ー ツ ・ レ ク リ エ ー シ ョ ン
活 動 」、「 海 に 関 わ る 日 常 生 活 か ら の 学 び 」 の グ ル ー プ に つ い て 全 員
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が 言 及 し て い た （ 表 1 6）。 ま た 、「 講 義 （ 大 学 ）」 が 7 名 、「 講 義 （ 小
中 高 ）」、「 自 主 的 な 学 習 」、「 本 、 雑 誌 」 が 6 名 、「 実 習 （ 大 学 ）」、「 家
族 」 が 5 名 、「（ 民 間 団 体 に よ る ） 体 験 教 育 活 動 プ ロ グ ラ ム 等 へ の 参
加 」、「 テ レ ビ 」 が 4 名 、「 実 習 （ 小 中 高 ）」、「 イ ン タ ー ネ ッ ト 」 が 3
名 、「 友 人 な ど 」、「 新 聞 」 に つ い て 2 名 が 言 及 し て い た 。  
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第 5 章  考 察  
 
5 . 1  海 洋 系 大 学 学 生 な ら び に 一 般 大 学 生 を 対 象 と し た 海 洋 リ テ ラ
シ ー 調 査 票 を 用 い た 調 査  
 海 洋 リ テ ラ シ ー 総 合 得 点 と 下 位 尺 度 得 点 に つ い て 、 海 洋 系 大 学 学
生 と 一 般 大 学 生 の 両 群 に お い て の 平 均 値 の 比 較 検 定 を 行 っ た 。 そ の
結 果 、 海 洋 リ テ ラ シ ー 総 合 得 点 に お い て 、 海 洋 系 大 学 学 生 の 得 点 が
一 般 大 学 生 よ り も 有 意 に 高 い 値 を 示 し た 。 下 位 尺 度 得 点 に つ い て は
「 1． 海 で の 活 動 能 力 」、「 2． 海 の 必 要 性 に つ い て の 理 解 」、「 4． 海
で の 活 動 経 験 」、「 5． 船 に 関 わ る 知 識 と 技 術 」、「 6． 海 で の 現 象 と 危
険 性 に つ い て 説 明 す る 力 」、「 7． 資 源 と 社 会 背 景 に つ い て 説 明 す る
力 」、「 8． 海 と の 関 係 に つ い て 説 明 す る 力 」、「 9． 環 境 と 生 態 系 に つ
い て 説 明 す る 力 」 に つ い て 、 海 洋 系 大 学 学 生 の 得 点 が 一 般 大 学 生 よ
り も 有 意 に 高 い 値 を 示 し た 。  
海 洋 を 専 門 分 野 と す る 大 学 に お い て は 、 講 義 や 実 習 な ど に よ る
日 々 の 学 習 が あ り 、 ま た 調 査 時 期 が 11 月 ご ろ で あ っ た こ と か ら 、
入 学 後 の 学 習 効 果 が み ら れ た と 考 え る 。 ま た 、 海 洋 系 大 学 で は 、 海
洋 に 関 わ る 事 柄 を 専 門 に 学 ん で い き た い と 志 望 し 、 入 学 を し て き た
学 生 が 多 数 で あ る と 考 え ら れ 、 海 洋 に 関 す る 興 味 や 関 心 が 、 一 般 大
学 生 と 比 べ て 高 い と い う 特 徴 が あ る の で は な い か と 考 え ら れ た 。  
一 般 大 学 生 の「 海 洋 リ テ ラ シ ー 総 合 得 点 」は 平 均 値 が 1 0 6 . 7 点（ ±
2 5 . 0）、1 項 目 あ た り の 海 洋 リ テ ラ シ ー 得 点 の 平 均 値 は 3 . 0 点（ ± 0 . 7）
と な っ た 。 こ れ よ り 一 般 大 学 生 の 海 洋 リ テ ラ シ ー の 獲 得 度 は 決 し て
高 い と は い え な い と 考 え ら れ る 。 B . S .  S t e e l  e t  a l .（ 2 0 0 5） は 、 海
洋 に 関 す る 知 識 や 専 門 性 に つ い て 、 ア メ リ カ 社 会 で は 充 分 に 教 育 が
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行 わ れ て い な い と 述 べ て い る 1 4 )。本 研 究 に お け る 一 般 大 学 生 の 海 洋
リ テ ラ シ ー に 関 す る 調 査 結 果 に お い て も 、 S t e e l ら の 報 告 を 支 持 す
る も の と 考 え ら れ た 。  
 
 
5 . 2  海 洋 リ テ ラ シ ー の 獲 得 や 向 上 に つ い て の 背 景 に 関 す る イ ン タ
ビ ュ ー 調 査  
 
5 . 2 . 1  カ テ ゴ リ ー 「 海 で の 活 動 体 験 ・ 経 験 」 に 関 し て  
「（ 個 人 的 な ）海 洋 性 ス ポ ー ツ ・ レ ク リ エ ー シ ョ ン 活 動 」の グ ル ー
プ に お い て は 「 サ ー フ ィ ン と か 素 潜 り の 経 験 か ら 学 ん だ 」 や 「 ウ イ
ン ド サ ー フ ィ ン で 、 舵 の 取 り 方 を 学 ん だ 」 な ど 、 様 々 な 海 で の 活 動
の 形 態 を 通 し 知 識 や 技 術 と い っ た 面 で 、 体 験 を 通 じ た 学 び か ら 海 洋
リ テ ラ シ ー の 獲 得 や 向 上 が な さ れ て い る こ と が 把 握 で き た 。  
「（ 民 間 団 体 に よ る ）体 験 教 育 活 動 プ ロ グ ラ ム 等 へ の 参 加 」の グ ル
ー プ に お い て は 「 海 で の 活 動 経 験 ・ 能 力 の 項 目 に 関 し て は 、 ほ と ん
ど を 海 の 自 然 学 校 で 教 わ っ た 」 な ど 、 民 間 団 体 な ど が 行 う 教 育 事 業
や 活 動 プ ロ グ ラ ム に よ る 海 洋 リ テ ラ シ ー の 獲 得 へ の 貢 献 が な さ れ て
い る こ と が わ か る 。「海 に 関 わ る 日 常 生 活 か ら の 学 び 」の グ ル ー プ で
は 「 海 を ず っ と た だ 眺 め て い る だ け で 、 リ ラ ッ ク ス で き た り 、 気 持
ち を リ フ レ ッ シ ュ し た り す る こ と が あ っ た 」 な ど の 心 理 的 側 面 に つ
い て の 発 言 や 「 自 分 が 魚 を 結 構 食 べ て き た こ と か ら も 、 食 糧 供 給 源
と し て の 海 の 必 要 性 を 感 じ る 」な ど の 魚 食 文 化 に 関 連 し た 発 言 な ど 、
生 活 に お け る 様 々 な 海 と の 関 わ り や 日 常 生 活 場 面 に お け る 海 と の 触
れ 合 い が 海 洋 リ テ ラ シ ー 獲 得 に 影 響 し て い る こ と が 推 測 さ れ た 。  
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5 . 2 . 2  カ テ ゴ リ ー 「 学 校 で の 学 習 」 に 関 し て  
「 学 校 で の 学 習 」の カ テ ゴ リ ー で は 、「 講 義 」、「 実 習 」、「 自 主 的 な
学 習 」 の 3 つ の グ ル ー プ で 構 成 さ れ 、 さ ら に 「 講 義 」、「 実 習 」 を そ
れ ぞ れ（ 大 学 ）、（小 中 高 ）の 小 グ ル ー プ に 分 類 し た 。「講 義（ 大 学 ）」
の グ ル ー プ で は 「 海 の 必 要 性 に 関 す る 話 を た く さ ん 聞 い た 」、「 輸 送
手 段 の 一 つ と し て も 必 要 不 可 欠 だ と い う こ と を 学 ん だ 」、「 浅 い 海 の
重 要 性 に 関 し て 、 干 潟 や サ ン ゴ 礁 の 問 題 な ど を 知 っ た 」 な ど 、 私 た
ち の 生 活 を 取 り 巻 く 様 々 な 面 で の 海 か ら の 影 響 や 、 海 へ の 影 響 な ど
と い っ た 点 、 ま た 海 に 関 連 し た 分 野 に つ い て 、 海 洋 系 大 学 に お い て
よ り 専 門 的 な 講 義 を 受 講 す る こ と に よ り 、 多 く の 学 び を 得 て い る こ
と が 把 握 で き た 。  
「 講 義 （ 小 中 高 ）」 の グ ル ー プ で は 、「 外 来 種 の 生 態 系 へ の 影 響 、
バ ラ ス ト 水 の 問 題 な ど 、 高 校 の 授 業 で 学 ん だ 」 な ど 小 学 校 か ら 高 校
ま で の 教 育 課 程 の 中 で も 海 に 関 す る テ ー マ が 扱 わ れ 、 そ れ に よ る 海
洋 リ テ ラ シ ー の 獲 得 が な さ れ て い る こ と が わ か っ た 。  
「 実 習 （ 大 学 ）」、「 実 習 （ 小 中 高 ）」 の グ ル ー プ で は 「 大 学 の 実 習
で ロ ー プ ワ ー ク を 学 ん だ 」、「 小 学 校 、 中 学 校 の 学 校 授 業 で 着 衣 泳 を
し て 、 安 全 に つ い て 学 ん だ 」 な ど 、 実 習 を 通 し て の 体 験 を 伴 っ た 学
習 課 程 に お い て の 海 洋 リ テ ラ シ ー の 獲 得 が あ る こ と も わ か っ た 。  
「 自 主 的 な 学 習 」 の グ ル ー プ で は 「 中 学 受 験 に 海 風 ・ 陸 風 の 問 題
が 出 る た め 、 勉 強 し た 」、「 大 学 入 試 の 小 論 文 で 浅 い 海 の 重 要 性 に 関
す る こ と な ど を 勉 強 し た 」、「 中 学 校 の 課 題 で 海 の 浄 化 作 用 に つ い て
調 べ 、 発 表 し た 」 な ど 、 課 題 学 習 や 自 主 的 な 興 味 な ど か ら に よ る 学
び か ら 、 海 洋 リ テ ラ シ ー の 獲 得 が み ら れ る こ と が わ か っ た 。 ま た 、
海 洋 リ テ ラ シ ー の 獲 得 や 向 上 に 関 し て 、「学 校 で の 学 習 」の カ テ ゴ リ
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ー に お け る 「 講 義 （ 小 中 高 ）」 で は 6 名 が 、 ま た 「 実 習 （ 小 中 高 ）」
で は 3 名 が イ ン タ ビ ュ ー 調 査 に お い て 言 及 し て お り 、 小 学 校 、 中 学
校 お よ び 高 等 学 校 で の 海 洋 に 関 す る 教 育 は 、 一 定 の 効 果 を 生 ん で い
る の で は な い か と 考 え ら れ た 。 こ れ は 島 浦 （ 2 0 1 2） 1 5 )の 「 海 洋 に 関
す る 教 育 は 、（ 中 略 ）、 一 定 の 割 合 で 達 成 さ れ て い る こ と が 示 唆 さ れ
た 。」 と 述 べ た こ と を 支 持 す る 結 果 と も 考 え ら れ る 。  
 
 
5 . 2 . 3  カ テ ゴ リ ー 「 周 囲 か ら の 影 響 」 に 関 し て  
「 周 囲 か ら の 影 響 」 の カ テ ゴ リ ー は 、「 家 族 」、「 友 人 、 先 輩 な ど 」
の 2 つ の グ ル ー プ で 構 成 さ れ た 。「 家 族 」 の グ ル ー プ で は 「 親 と 釣
り を し た 際 に 潮 汐 の 影 響 な ど の 話 を 聞 い た 」、「 父 親 が 海 関 係 の 仕 事
を し て い て 、 海 の 大 切 さ に つ い て 話 を 聞 い た 」 な ど 、 家 族 か ら の 直
接 の 教 え に よ る 学 び や 、 海 で の 活 動 の き っ か け と し て 家 族 の 影 響 が
あ っ た な ど の 発 言 が あ り 、 海 洋 リ テ ラ シ ー 獲 得 へ の 家 族 に よ る 影 響
が あ る こ と が わ か る 。「 友 人 な ど 」の グ ル ー プ で は「 船 好 き の 友 達 か
ら の 話 を 聞 い た り し た 」 な ど 、 友 人 や 先 輩 な ど と い っ た 周 り の 人 か
ら の 教 え 、 ま た 学 び 合 い な ど に よ る 海 洋 リ テ ラ シ ー の 獲 得 が あ る こ
と が わ か っ た 。  
 
 
5 . 2 . 4  カ テ ゴ リ ー 「 メ デ ィ ア の 情 報 」 に 関 し て  
「 メ デ ィ ア の 情 報 」の カ テ ゴ リ ー は 、「 本 、雑 誌 」、「 テ レ ビ 」、「 イ
ン タ ー ネ ッ ト 」、「 新 聞 記 事 」の 4 つ の グ ル ー プ で 構 成 さ れ た 。「 本 、
雑 誌 」 の グ ル ー プ で は 「 メ タ ン ハ イ ド レ ー ド の 話 が 出 て く る 小 説 を
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読 み 、 興 味 を 持 っ て 後 で 調 べ た 」、「 海 と 気 候 や 潮 汐 ・ 潮 流 の こ と は
釣 り 関 連 の 本 か ら 学 ん だ 」、「 子 供 向 け の 理 科 教 育 雑 誌 を 読 ん で 潮 汐
に つ い て 学 ん だ 」 な ど 、 書 籍 を 通 し た 知 識 の 獲 得 に よ る 海 洋 リ テ ラ
シ ー の 向 上 が あ る こ と が わ か っ た 。「 テ レ ビ 」の グ ル ー プ で は「 津 波
の 映 像 を 見 て 、 海 は 圧 倒 的 な 大 き さ で あ り 、 海 の 力 、 自 然 の 力 に 人
は 勝 て な い の だ と 感 じ た 」、「 浅 い 海 の 重 要 性 に 関 し て 、 干 潟 や サ ン
ゴ 礁 の 問 題 な ど 、 ニ ュ ー ス で 知 っ た 」 な ど 、 映 像 や ニ ュ ー ス 、 ド キ
ュ メ ン タ リ ー 番 組 な ど の 情 報 媒 体 に よ る 海 洋 リ テ ラ シ ー の 獲 得 が あ
る こ と が わ か っ た 。「 イ ン タ ー ネ ッ ト 」の グ ル ー プ で は「 海 と 気 候 に
関 し て は ネ ッ ト で 調 べ た り も し た 」 な ど イ ン タ ー ネ ッ ト 上 に あ る 情
報 か ら の 学 び が あ る こ と が 把 握 で き た 。「新 聞 記 事 」の グ ル ー プ で は
「 父 親 が 水 産 関 連 の 記 事 を 書 い た り す る の で 、記 事 を 読 ん だ り す る 」
な ど 、 他 の メ デ ィ ア と 同 様 、 新 聞 記 事 か ら も 海 洋 リ テ ラ シ ー の 獲 得
に 関 し て 、 学 び が あ る こ と が わ か っ た 。  
 
 
5 . 2 . 5  カ テ ゴ リ ー の 関 係 性 に つ い て  
 図 1 2 に お い て は 、 海 洋 リ テ ラ シ ー 獲 得 の 背 景 や 要 因 と し て イ ン
タ ビ ュ ー 調 査 よ り ま と め ら れ た 「 海 で の 活 動 体 験 ・ 経 験 」、「 学 校 で
の 学 習 」、「 周 囲 か ら の 影 響 」、「 メ デ ィ ア の 情 報 」 の 4 つ の 項 目 に つ
い て ま と め 、 そ れ ぞ れ の 関 係 を 考 察 し た 。  
 
5 . 2 . 5 . 1  「 海 で の 活 動 体 験 ・ 経 験 」 と 「 学 校 で の 学 習 」 と の カ テ ゴ
リ ー 間 の 関 係  
 自 ら の 活 動 体 験 や 経 験 に よ る 学 び を 言 語 化 す る こ と は 、 学 校 で の
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学 習 に よ る さ ら な る 海 洋 リ テ ラ シ ー の 獲 得 や 向 上 に つ な が る と 考 え
ら れ る 。 ま た 、 活 動 体 験 や 経 験 を 通 じ 、 興 味 や 関 心 を 拡 大 さ せ る こ
と が 学 習 の き っ か け と な り 、 海 洋 リ テ ラ シ ー 獲 得 に 影 響 を 与 え る こ
と も 考 察 で き た 。  
 一 方 で 、 学 習 に よ っ て 得 ら れ た 学 び や 知 識 か ら 、 活 動 体 験 へ の 興
味 や 関 心 を 喚 起 す る と い っ た 影 響 が あ る こ と 、 ま た 、 活 動 に 関 す る
有 用 な 知 識 や 技 術 を 学 習 か ら 得 る こ と で 、 海 で の 体 験 実 施 に も 影 響
を 及 ぼ す 可 能 性 が あ る こ と 、 学 校 教 育 に よ っ て 個 人 の 海 に 対 す る 考
え や 行 動 に 変 化 が 起 き 、 海 で の 活 動 実 施 に も 影 響 を 与 え る こ と な ど
が 考 え ら れ た 。  
 
5 . 2 . 5 . 2  「 周 囲 か ら の 影 響 」 と 「 海 で の 活 動 体 験 ・ 経 験 」 と の カ テ
ゴ リ ー 間 の 関 係  
 家 族 や 友 人 な ど に よ る 影 響 を き っ か け に 、 海 で の 活 動 実 施 機 会 が
生 ま れ る こ と 、 家 族 な ど の 教 え か ら 学 ん だ 知 識 や 情 報 に よ っ て 、 海
で の 活 動 体 験 、 ま た は 海 と 関 わ る 日 常 生 活 に お い て 影 響 が あ る こ と
な ど が 考 え ら れ る 。 ま た 、 家 族 な ど の 影 響 で 海 に 対 す る 考 え や 行 動
に 変 化 を 及 ぼ す 可 能 性 が あ る こ と も 考 え ら れ た 。  
 
5 . 2 . 5 . 3  「 周 囲 か ら の 影 響 」 と 「 学 校 で の 学 習 」 と の カ テ ゴ リ ー 間
の 関 係  
家 族 や 友 人 な ど の 影 響 に よ る 海 へ の 興 味 や 関 心 が 学 校 で の 学 習 に
つ な が る こ と が 考 え ら れ た 。  
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5 . 2 . 5 . 4  「 周 囲 か ら の 影 響 」 と 「 メ デ ィ ア の 情 報 」 と の カ テ ゴ リ ー
間 の 関 係  
家 族 や 友 人 な ど に よ る 影 響 が 、 メ デ ィ ア を 通 し た 情 報 へ の 興 味 や
関 心 に つ な が り 、 学 び に も つ な が る と 期 待 さ れ る 。  
 
5 . 2 . 5 . 5  「 メ デ ィ ア の 情 報 」 と 「 海 で の 活 動 体 験 ・ 経 験 」 と の カ テ
ゴ リ ー 間 の 関 係  
メ デ ィ ア か ら の 情 報 を 見 る 、 読 む 、 聞 く な ど す る こ と で 海 で の 活
動 へ の 興 味 や 関 心 が 生 ず る こ と 、 メ デ ィ ア か ら 知 識 や 情 報 を 得 る こ
と で 、 海 で の 活 動 体 験 に さ ら な る 広 が り を 持 つ 可 能 性 が あ る こ と 、
海 と 関 わ る 生 活 に お い て も 影 響 を 与 え る 可 能 性 が あ る こ と な ど が 考
察 さ れ た 。 メ デ ィ ア の 情 報 に よ る 個 人 の 考 え や 行 動 の 変 化 も 、 海 で
の 活 動 に お い て 影 響 を 生 む の で は な い か と 考 え る 。 一 方 で 、 海 で の
活 動 体 験 を も と に 、 メ デ ィ ア の 情 報 へ 興 味 や 関 心 が 生 ま れ る こ と も
考 え ら れ た 。  
 
5 . 2 . 5 . 6  「 メ デ ィ ア の 情 報 」 と 「 学 校 で の 学 習 」 と の カ テ ゴ リ ー 間
の 関 係  
メ デ ィ ア に よ る 情 報 や 知 識 が 学 校 で の 学 習 活 動 に 影 響 や 効 果 を 及
ぼ す こ と な ど が 推 測 さ れ た 。 反 対 に 学 校 で の 学 習 が メ デ ィ ア の 情 報
へ 興 味 や 関 心 を 起 こ す 可 能 性 も 推 測 さ れ る 。  
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第 6 章  ま と め  
 
 大 学 生 を 対 象 と し た 海 洋 リ テ ラ シ ー 調 査 票 を 用 い た 調 査 よ り 、 現
在 の 一 般 大 学 生 に お け る 海 洋 リ テ ラ シ ー の 獲 得 度 を 把 握 し 、 同 時 に
海 洋 リ テ ラ シ ー 標 準 化 得 点 の 算 出 に よ っ て 、 海 洋 リ テ ラ シ ー 評 価 の
一 指 標 を 作 成 す る こ と が で き た 。 一 般 大 学 生 に お け る 海 洋 リ テ ラ シ
ー の 獲 得 度 に 関 し て は 、 総 体 的 な 獲 得 度 が 高 い と は い え な い も の で
あ っ た と 考 え ら れ た 。 第 1 章 で も 述 べ た 通 り 、 海 洋 教 育 に よ る 海 洋
リ テ ラ シ ー の 向 上 が 国 の 海 洋 政 策 を 支 え る 柱 の 一 つ で あ り 、 海 洋 教
育 、 海 洋 リ テ ラ シ ー 教 育 の 普 及 、 推 進 が 謳 わ れ る 社 会 背 景 の 中 、 今
後 も さ ら に 継 続 的 な 教 育 や 国 民 の 海 洋 リ テ ラ シ ー 向 上 に 向 け た 取 り
組 み が 行 わ れ て い く 必 要 が あ る と 考 え ら れ る 。  
 海 洋 系 大 学 学 生 は 他 の 一 般 大 学 生 と 比 較 し て 、 海 洋 リ テ ラ シ ー の
獲 得 度 が 有 意 に 高 い こ と が 明 ら か と な っ た 。さ ら に 一 部 で は あ る が 、
海 洋 リ テ ラ シ ー の 獲 得 度 の 高 い 海 洋 系 大 学 学 生 へ の イ ン タ ビ ュ ー 調
査 を 行 う こ と で 、 海 洋 リ テ ラ シ ー の 獲 得 や 向 上 に 関 す る 背 景 に つ い
て う か が い 知 る こ と が で き た 。「（ 個 人 的 な ） 海 洋 性 ス ポ ー ツ ・ レ ク
リ エ ー シ ョ ン 活 動 」 や 「 海 に 関 わ る 日 常 生 活 か ら の 学 び 」 に 関 し て
調 査 対 象 者 8 名 全 員 が 言 及 し た よ う に 、 海 洋 ス ポ ー ツ や 海 洋 に 関 わ
る そ の 他 の 活 動 、 生 活 な ど か ら 得 ら れ る 海 洋 リ テ ラ シ ー 獲 得 、 向 上
へ の 影 響 は 大 き い の で は な い か と 考 え ら れ る 。 国 民 の 海 洋 リ テ ラ シ
ー 向 上 に 向 け 、 我 々 が 様 々 な 形 で 、 海 に 親 し み を 持 ち 、 海 と の 関 わ
り を 持 つ 機 会 を 増 進 さ せ て い く こ と 、 ま た 、 そ れ に よ っ て 海 で の 活
動 体 験 や 経 験 を 通 し た 学 び の 機 会 を 増 加 さ せ て い く こ と が 重 要 で は
な い か と 考 え ら れ る 。 ま た 、 大 学 の 講 義 に よ る 海 洋 リ テ ラ シ ー の 獲
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得 、 向 上 に つ い て 言 及 し た 調 査 対 象 者 も 7 名 と 多 く 、 海 洋 系 大 学 に
お け る 教 育 内 容 の 充 実 が 伺 え た 。  
本 研 究 の イ ン タ ビ ュ ー 調 査 で は 、 海 洋 系 大 学 学 生 の 8 名 の み し か
対 象 と す る こ と が 出 来 な か っ た 。今 後 は 、一 般 大 学 生 や そ の 他 の 様 々
な 年 齢 層 を 対 象 と し て 、 継 続 的 な 海 洋 リ テ ラ シ ー に 関 す る 調 査 研 究
を 積 み 重 ね て い く こ と が 必 要 で あ る 。  
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表 1 海洋リテラシー調査票の下位尺度及び質問項目 
9 つの下位尺度 質問項目 
①海での活動能⼒ 
1.  海で活動する際に、海況や天候に合わせた活動ができる 
10. 海で活動する際に、適切な服装を選択できる 
19. 海の自然環境に合わせて活動できる 
28. 海で安全に活動することができる 
②海の必要性についての理解 
2.  海に対する興味を持つ必要がある 
11. 海洋環境を保全する必要がある 
20. 海の開発・利⽤と保全のバランスを保つ必要がある 
29. 海は⼈間が⽣きていく上で必要不可⽋である 
③海に対する感情 
3.  海はくつろぎを与えてくれる 
12. 海は⼤切であると思う 
21. 海に対する思いやりを持つ必要がある 
30. 海は文化遺産として重要である 
④海での活動経験 
4.  天候の変化を予測することができる 
13. 海の変化に敏感である 
22. 海で多くの経験がある 
31. 海での事故や怪我などの緊急の際に対応ができる 
⑤船に関わる知識と技術 
5.  操船体験がある 
14. 必要に応じたロープワーク（結び）ができる 
23. 船（構造や種類，特徴など）に関して説明できる 
32. 航海技術がある 
⑥海での現象と危険性について説明する⼒ 
6.  海洋⼤循環、海流について説明できる 
15. 海と気候の関係について説明できる 
24. 潮汐について説明できる 
33. 潮流について説明できる 
⑦資源と社会背景について説明する⼒ 
7.  海の歴史について説明できる 
16. 海の微⽣物について説明できる 
25. 海底から得ている鉱物・エネルギー資源について説明できる 
34. 海洋調査について説明できる 
⑧海との関係について説明する⼒ 
8.  海が⼈に与える影響について認識している 
17. ⽇常⽣活が海洋に与える影響について認識している 
26. 海の⼤切さについて説明できる 
35. 海の活動におけるルールやマナーについて説明できる 
⑨環境と⽣態系について説明する⼒ 
9.  海の浄化作⽤について説明できる 
18. 海洋環境問題について説明できる 
27. 浅い海の重要性について説明できる 
36. 自然海岸の重要性について説明できる 
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表 2 質問紙調査における分析対象者の人数と内訳  
   男性 ⼥性 合計 年齢(歳) 
海洋系大学学生  182  69  251  18.9 ± 1.2  
 (72.5)  (27.5)    
一般大学生 471  209  680  19.7 ± 1.2  
   (69.3)  (30.7)        
合計  653  278  931  19.5 ± 1.3  
(    )内は%      
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図 1 海洋系大学と一般大学の両群における海洋リテラシー総合得点の平均の比較 
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(点)
海洋リテラシー総合得点
***
*** : p < .001
表 3 海洋系大学と一般大学の両群間における t 検定結果 （海洋リテラシー総合得点） 
海洋系大学 a 一般大学 b 
  
平均点 標準偏差 平均点 標準偏差 t p 
海洋リテラシー総合得点 124.3 ± 25.2 106.7 ± 25.0 9.47 *** 
        
注) a : n = 251 , b : n = 680 , *** : p < .001 
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図 2 海洋系大学と⼀般⼤学の両群における下位尺度得点の平均の⽐較（海での活動能⼒) 
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24
海洋系大学 一般大学
(点)
1. 海での活動能⼒
**
** : p < .01
表 4 海洋系大学と一般大学の両群間における t 検定結果 （海での活動能⼒） 
海洋系大学 a 一般大学 b 
  
平均点 標準偏差 平均点 標準偏差 t p 
F1. 海での活動能⼒ 15.3 ± 3.9 14.3 ± 4.1 3.30 ** 
        
注) a : n = 251 , b : n = 680 , ** : p < .01 
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図 3 海洋系大学と一般大学の両群における下位尺度得点の平均の⽐較（海の必要性についての理解) 
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24
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(点)
2. 海の必要性についての理解
*** : p < .001
***
表 5 海洋系大学と一般大学の両群間における t 検定結果（海の必要性についての理解） 
海洋系大学 a 一般大学 b 
  
平均点 標準偏差 平均点 標準偏差 t p 
F2. 海の必要性についての
理解 
20.3 ± 2.7 18.8 ± 3.3 6.96 *** 
        
注) a : n = 251 , b : n = 680 , *** : p < .001 
26 
 
 
 
 
図 4 海洋系⼤学と⼀般⼤学の両群における下位尺度得点の平均の⽐較（海に対する感情) 
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18
24
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(点)
3. 海に対する感情
表 6 海洋系大学と一般大学の両群間における t 検定結果（海に対する感情） 
海洋系大学 a 一般大学 b 
  
平均点 標準偏差 平均点 標準偏差 t p 
F3. 海に対する感情 20.2 ± 2.8 19.9 ± 3.1 1.42 n.s. 
        
注) a : n = 251 , b : n = 680 , n.s. = non significant 
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図 5 海洋系⼤学と⼀般⼤学の両群における下位尺度得点の平均の⽐較（海での活動経験) 
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24
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(点)
4. 海での活動経験
***
*** : p < .001
表 7 海洋系大学と一般大学の両群間における t 検定結果（海での活動経験） 
海洋系大学 a 一般大学 b 
  
平均点 標準偏差 平均点 標準偏差 t p 
F4. 海での活動経験 12.9 ± 3.9 11.4 ± 4.2 5.18 *** 
        
注) a : n = 251 , b : n = 680 , *** : p < .001 
28 
 
 
 
 
図 6 海洋系⼤学と⼀般⼤学の両群における下位尺度得点の平均の⽐較（船に関わる知識と技術) 
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(点) 5. 船に関わる知識と技術
***
*** : p < .001
表 8 海洋系大学と一般大学の両群間における t 検定結果 （船に関わる知識と技術） 
海洋系大学 a 一般大学 b 
  
平均点 標準偏差 平均点 標準偏差 t p 
F5. 船に関わる知識と技術 8.1 ± 4.0 6.6 ± 3.7 5.44 *** 
        
注) a : n = 251 , b : n = 680 , *** : p < .001 
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図 7 海洋系⼤学と⼀般⼤学の両群における下位尺度得点の平均の⽐較（海での現象と危険性について説明する⼒) 
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6. 海での現象と危険性について説明する⼒
***
*** : p < .001
表 9 海洋系大学と一般大学の両群間における t 検定結果 （海での現象と危険性について説明する⼒） 
海洋系大学 a 一般大学 b 
  
平均点 標準偏差 平均点 標準偏差 t p 
F6. 海での現象と危険性につ
いて説明する⼒ 
10.8 ± 4.2 7.7 ± 4.0 10.38 *** 
        
注) a : n = 251 , b : n = 680 , *** : p < .001 
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図 8 海洋系⼤学と⼀般⼤学の両群における下位尺度得点の平均の⽐較（資源と社会背景について説明する⼒) 
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7. 資源と社会背景について説明する⼒
***
*** : p < .001
表 10 海洋系大学と一般大学の両群間における t 検定結果 （資源と社会背景について説明する⼒） 
海洋系大学 a 一般大学 b 
  
平均点 標準偏差 平均点 標準偏差 t p 
F7. 資源と社会背景について
説明する⼒ 
10.0 ± 3.8 7.2 ± 3.5 10.88 *** 
        
注) a : n = 251 , b : n = 680 , *** : p < .001 
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図 9 海洋系⼤学と⼀般⼤学の両群における下位尺度得点の平均の⽐較（海との関係について説明する⼒) 
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8. 海との関係について説明する⼒
***
*** : p < .001
表 11 海洋系大学と一般大学の両群間における t 検定結果 （海との関係について説明する⼒） 
海洋系大学 a 一般大学 b 
  
平均点 標準偏差 平均点 標準偏差 t p 
F8. 海との関係について 
説明する⼒ 
13.9 ± 4.0 11.8 ± 4.2 6.91 *** 
        
注) a : n = 251 , b : n = 680 , *** : p < .001 
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図 10 海洋系⼤学と⼀般⼤学の両群における下位尺度得点の平均の⽐較（環境と⽣態系について説明する⼒) 
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(点) 9. 環境と⽣態系について説明する⼒
*** : p < .001
***
表 12 海洋系大学と一般大学の両群間における t 検定結果 （環境と生態系について説明する⼒） 
海洋系大学 a 一般大学 b 
  
平均点 標準偏差 平均点 標準偏差 t p 
F9. 環境と生態系について
説明する⼒ 
12.6 ± 4.2 9.0 ± 3.7 12.05 *** 
        
注) a : n = 251 , b : n = 680 , *** : p < .001 
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表 13―① 海洋リテラシー総合得点標準化得点表 
 
海洋リテラシー総合得点 
海洋リテラシー総合得点 
標準化得点 
203 88 
202 87 
195 84 
188 82 
183 80 
180 79 
178 78 
173 76 
172 75 
171 75 
169 74 
165 73 
164 72 
163 72 
161 71 
160 71 
157 70 
156 69 
155 69 
153 68 
152 68 
151 67 
150 67 
149 67 
148 66 
147 66 
146 65 
145 65 
144 65 
143 64 
142 64 
141 63 
海洋リテラシー総合得点 
海洋リテラシー総合得点 
標準化得点 
140 63 
139 63 
138 62 
137 62 
136 61 
135 61 
134 61 
133 60 
132 60 
131 60 
130 59 
129 59 
128 58 
127 58 
126 58 
125 57 
124 57 
123 56 
122 56 
121 56 
120 55 
119 55 
118 54 
117 54 
116 54 
115 53 
114 53 
113 52 
112 52 
111 52 
110 51 
109 51 
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表 13－② 海洋リテラシー総合得点標準化得点表 
 
海洋リテラシー総合得点 
海洋リテラシー総合得点 
標準化得点 
108 51 
107 50 
106 50 
105 49 
104 49 
103 49 
102 48 
101 48 
101 48 
100 47 
99 47 
98 47 
97 46 
96 46 
95 45 
94 45 
93 45 
92 44 
91 44 
90 44 
89 43 
88 43 
87 42 
86 42 
85 42 
84 41 
83 41 
82 40 
81 40 
80 40 
79 39 
78 39 
海洋リテラシー総合得点 
海洋リテラシー総合得点 
標準化得点 
76 38 
75 38 
74 37 
73 37 
72 36 
71 36 
70 36 
69 35 
68 35 
67 35 
66 34 
65 34 
64 33 
63 33 
61 32 
60 32 
59 31 
58 31 
57 31 
56 30 
55 30 
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表 14 海洋リテラシー総合得点標準化得点の度数分布と累積パーセント（N = 680） 
 
海洋リテラシー 
総合得点標準化得点 
人数 累積パーセント 
30 1 0.1 
31 4 0.7 
32 2 1.0 
33 9 2.4 
34 4 2.9 
35 8 4.1 
36 12 5.9 
37 6 6.8 
38 19 9.6 
39 13 11.5 
40 24 15.0 
41 21 18.1 
42 32 22.8 
43 18 25.4 
44 33 30.3 
45 16 32.6 
46 39 38.4 
47 32 43.1 
48 29 47.4 
49 37 52.8 
50 18 55.4 
51 29 59.7 
52 18 62.4 
53 20 65.3 
54 15 67.5 
55 26 71.3 
56 20 74.3 
57 22 77.5 
58 16 79.9 
59 13 81.8 
海洋リテラシー 
総合得点標準化得点 人数 累積パーセント 
60 18 84.4 
61 11 86.0 
62 13 87.9 
63 8 89.1 
64 7 90.1 
65 8 91.3 
66 8 92.5 
67 13 94.4 
68 7 95.4 
69 6 96.3 
70 5 97.1 
71 1 97.2 
72 1 97.4 
73 4 97.9 
74 0 97.9 
75 1 98.1 
76 4 98.7 
77 0 98.7 
78 1 98.8 
79 2 99.1 
80 1 99.3 
81 0 99.3 
82 2 99.6 
83 0 99.6 
84 0 99.6 
85 1 99.7 
86 0 99.7 
87 0 99.7 
88 2 100.0 
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